
平成 26 年 10 月 21 日 

 

東京第五検察審査会 御中 

 

                            氏名  和モガ         

                          住所  〒***-****                

                                                        ********************   

                                 TEL  ***（****）****  

                                

 

司法行政文書開示申出書 
 

下記のとおり司法行政文書の開示を申し出ます。 

 

記 

１ 司法行政文書の名称等 

  

1. 平成 26 年（申立）第 3号審査事件における「審査申立書」 

 

 (請求理由) 

 上記、申立てに係る不起訴相当の「議決通知書」を受取りましたが、審査が正当に行わ

れたか、下記の通りの疑義があり、審査申立人としてこれを開示請求するものです。開示

に当たっては申立人本人からの申し出であるので、マスキングをしないで開示されるよう

お願いします。 

 

記 

① 「審査申立書」には検察による捜査・処分には不正があるので、審査会の調査権を

使って独自に調査し、審査するよう申立てていました。しかし、議決の理由には独自

に調査した結果の議決であるとも、独自には調査しなかった理由のいずれも記載され

ておらず、検察の不起訴処分記録をもとに審査され議決されています。従って、本審

査においては申立人が送付した「審査申立書」が使われていない可能性があります。 

② 審査を申立てたのは 26 年 2 月 7 日であり、当時、東京第五検察審査会事務局には本事

件で審査対象となっている被疑者、Ｋ事務官が在籍しています。今年、４月にＫ事務

官並びに事務局長、両名が異動しているので、この異動に乗じて「審査申立書」がす

り替えられた可能性があります。 

 

 

 

２ 求める開示の実施の方法等  

ア 閲覧 

イ 謄写 

 ○ウ  その他（写しの送付） 

 


